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巻
頭
言 

 
 
 
 

 

 
 

練
馬
支
部 

一
組 

開
和
分
教
会 

柄
澤 

政
儀 

 
 

立
教
百
八
十
一
年
と
な
っ
た
今
日
、
私
が
教
会
長
に
任
命
さ
れ
四
十
年
に
な
っ
た
。
今 

、
道
中
を
振
り
返
る
と
波
乱
に
満
ち
て
い
た
と
感
じ
る
。 

四
十
年
前
、
私
は
教
会
長
の
立
場
に
な
っ
た
が
、
化
学
系
の
仕
事
も
し
て
お
り
、
そ
の 

仕
事
の
関
係
で
毎
月
の
様
に
台
湾
へ
足
を
運
ん
で
い
た
。
五
年
間
は
台
湾
の
友
人
に
教
会 

長
で
あ
る
こ
と
は
一
切
話
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
教
祖
百
年
祭
へ
向
け
て
三
年
千 

日
か
ら
台
湾
の
友
人
達
へ
天
理
教
に
つ
い
て
の
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
は
仕
事 

で
一
番
行
っ
て
い
た
台
北
の
み
で
の
布
教
活
動
だ
っ
た
が
、
仕
事
を
通
し
て
台
湾
の
色
々 

な
と
こ
ろ
に
友
人
が
出
来
て
い
た
為
、
台
中
・
宜
蘭
・
花
蓮
・
高
雄
へ
と
広
げ
て
い
っ
た
。 

教
祖
百
年
祭
に
は
初
席
者
が
百
名
以
上
と
な
り
、
そ
の
内
の
五
十
名
の
初
席
者
は
錦
江 

大
教
会
へ
お
供
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
親
孝
行
の
つ
も
り
で
お
供
え
さ
せ
て
頂
い
た
が 

、
今
に
な
っ
て
思
う
と
、
そ
の
五
十
名
の
初
席
者
の
丹
精
が
出
来
ず
惜
し
か
っ
た
と
感
じ 

る
。
だ
が
、
五
年
後
に
は
よ
ふ
ぼ
く
が
二
十
一
人
と
な
り
、
台
北
に
布
教
所
を
設
立
す
る 

こ
と
も
で
き
た
。
ま
た
講
社
は
四
ケ
所
あ
り
、
今
は
年
に
一
回
日
本
か
ら
台
湾
へ
行
っ
て
、 

一
緒
に
講
社
祭
り
に
行
っ
て
い
る
。 

台
湾
布
教
を
し
て
い
て
感
じ
た
こ
と
は
海
外
だ
け
で
は
無
く
、
日
本
国
内
の
信
者
さ 

ん
の
丹
精
も
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
国
内
で
は
一
世
代
や
二
世
代
で
信
仰
が
途 

絶
え
て
し
ま
う
と
い
う
事
が
お
し
な
べ
て
あ
る
。
若
い
人
達
は
学
業
や
仕
事
が
忙
し
く 

、
天
理
教
と
関
わ
る
こ
と
が
少
な
い
か
ら
だ
。
そ
こ
で
一
つ
改
革
を
し
た
。
講
社
祭
り 

を
夜
と
土
日
に
変
え
、
一
家
全
員
で
お
つ
と
め
を
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
だ
。
今
ま
で 

は
退
職
さ
れ
た
方
と
お
つ
と
め
す
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
幅
広
い
世
代
の
方
と
共
に
お
つ 

と
め
、
会
食
、
練
り
合
い
を
し
、
意
見
交
換
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
改
革
か
ら 

五
年
経
つ
と
次
の
世
代
か
ら
初
席
者
が
出
る
よ
う
に
な
り
、
十
年
経
つ
と
三
代
目
の
信 

仰
者
が
よ
ふ
ぼ
く
と
な
り
修
養
科
へ
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
は
四
代
目
の
方 

も
一
緒
に
家
族
全
体
で
お
つ
と
め
を
し
歓
談
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
る
。
四
代
目
の
方 

は
十
人
い
て
、
一
人
は
別
席
運
び
中
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
方
は
全
員
よ
ふ
ぼ
く
と 

な
っ
た
。 

ま
た
、
私
の
妻
の
両
親
は
上
海
の
人
で
、
天
理
教
へ
の
信
仰
は
全
く
な
か
っ
た
。
し 

か
し
孫
の
顔
を
見
て
か
ら
、
三
ケ
月
間
日
本
で
観
光
を
し
た
。
そ
の
中
で
お
ぢ
ば
を
案 

内
し
た
時
、
天
理
教
の
教
え
に
興
味
を
持
ち
、
帰
る
時
に
は
よ
ふ
ぼ
く
に
な
っ
て
帰
国 

し
た
。
そ
の
後
両
親
の
持
病
が
良
く
な
っ
た
。
十
年
後
に
は
神
様
を
祀
ら
せ
て
欲
し
い 

と
お
願
い
が
あ
り
、
今
で
は
講
社
祭
り
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
は
毎
年
上
海
か
ら
別
席 

者
が
訪
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
昨
年
は
当
教
会
設
立
八
十
周
年
に
あ
た
り
、
心
定
め
を
三
倍
に
決
め
た
。 

無
事
に
十
人
の
初
席
者
の
ご
守
護
を
頂
き
、
心
定
め
を
完
遂
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 
 

私
が
四
十
年
間
教
会
長
を
務
め
て
、
一
番
実
感
し
て
い
る
こ
と
は
「
人
を
助
け
て
我 

が
身
助
か
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
天
理
教
の
活
動
と
し
人
助
け
を
す
る
だ
け
で 

な
く
、
天
理
教
以
外
の
仕
事
・
生
活
に
於
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
勝
手 

な
解
釈
で
は
な
く
、「
教
え
」「
道
」
と
い
う
尺
度
を
持
っ
て
、
何
事
も
通
る
こ
と
が
重 

要
だ
。 
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支
部
新
年
総
会 

一
月
三
十
一
日
（
水
）
午
前
十
時
よ
り 

都
大
教
会
に
て
、
新
年
の
お
つ
と
め
総
会 

を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

座
り
づ
と
め
・
十
二
下
り
の
お
つ
と
め 

 

を
四
交
代
で
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま 

し
た
。 

 
 

支
部
長
の
挨
拶
、
各
部
各
会
の
連
絡
の 

 

後
、
記
念
講
演
に
、
東
京
教
区
布
教
部
長 

 

、
本
理
世
大
教
会
長
、
入
江
和
德
先
生
を 

お
招
き
し
、
縦
の
伝
道
に
つ
い
て
諄
々
と 

お
話
を
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

次
の
塚
へ
向
か
っ
て
、
な
お
一
層
の
支 

部
活
動
の
躍
進
を
誓
い
合
わ
せ
て
頂
き
ま 

し
た
。 

 
 
 

（
参
加
者 

少
年
会
員
五
名
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

含
む 

八
十
名
） 

 
 

 
 

 
 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

天理教基礎講座 東京会場 
今月の予定 

２月 １１日（日）【昼間】午後１時３０分～３時（午後１時より受付） 

受講対象 １５歳以上    受講御供 ５００円 

会場   東京教務支庁 豊島区駒込７－１－４ ０３－３９１７－０２４７ 

内容   ビデオ①「天理教－陽気ぐらしの道」講話Ⅰ「かしもの・かりの」 

     ビデオ②「信仰のよろこび」    講話Ⅱ「親神様・教祖・ぢば」 
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婦
人
会 

◆ 
一
月
十
九
日
（
金
）、
城
道
分
教
会
で 

十
時
よ
り
お
助
け
勉
強
会
が
あ
り
ま
し 

た
。
九
組
の
お
話
当
番
で
三
人
の
先
生 

方
の
お
た
す
け
の
お
話
を
頂
き
ま
し
た 

。
そ
の
あ
と
、
歓
談
し
な
が
ら
和
や
か
な 

初
例
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
参
加
者 

十
名
） 

◆ 

二
月
十
四
日
（
水
）
十
時
よ
り
本
芝 

 

和
分
教
会
に
お
い
て
、
お
て
ふ
り
の
基 

 

本
勉
強
会
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 

是
非
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願 

 

い
致
し
ま
す
。 

 

ひ
の
き
し
ん 

◆ 

三
月
四
日
（
日
）、
今
年
初
め
て
の
ひ 

 

の
し
き
ん
を
光
が
丘
公
園
に
て
行
い
ま 

 

す
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

に
を
い
が
け
・
例
会 

◆ 

一
月
二
十
八
日
（
日
）
午
前
十
時
よ 

り
、
都
光
分
教
会
に
て
に
を
い
が
け
を 

つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

雪
が
残
る
寒
い
中
で
し
た
が
、
本
年
、 

初
め
て
の
に
を
い
が
け
を
勇
ん
で
つ
と 

め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
参
加
者 

七
名
） 

 

◆ 

二
月
二
十
八
日
（
水
）
は
、
本
草
分
教 

会
の
予
定
で
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
都 

光
分
教
会
で
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

青
年
会 

◆ 

天
理
教
青
年
会
創
立
百
周
年
に
向
か 

っ
て
、
東
京
教
区
青
年
会
で
の
都
内 

「
三
百
六
十
五
日
毎
日
実
動
」
は
、
十

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
無
事
完
遂
い
た

し
ま
し
た
。 

練
馬
支
部
で
は
、
引
き
続
き
実
施
致

し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

※
今
後
の
予
定 

三
月
二
日
（
金
）
午
後
七
時
よ
り 

練
馬
駅
南
口 

 

◆ 

創
立
百
周
年
記
念 

 
第
九
十
四
回
天
理
教
青
年
会
総
会 

 
 

立
教
百
八
十
一
年 

十
月
二
十
八
日
（
日
） 

  

時
報
手
配
り 

◆ 

東
京
教
区 

 
 
 
 

手
配
り
ひ
の
き
し
ん
者
の
集
い 

 
 

下
記
、
チ
ラ
シ
の
内
容
で
手
配
り
ひ 

 

の
き
し
ん
者
の
集
い
が
東
京
教
務
支
庁 

 

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
練
馬
支
部
内
の
時 

 

報
手
配
り
に
携
わ
る
方
は
ど
な
た
で
も 

 

結
構
で
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上 

 

、
大
勢
ご
参
加
下
さ
い
。 

 
 

（
配
布
済
み
の
チ
ラ
シ
に
申
し
込
み 

 
 
 
 
 

用
紙
が
つ
い
て
い
ま
す
。
） 
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２月行事予定 

❋印は、一般の方も是非ご参加下さい。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時 行 事 会場 担当者 

2 月  5 日（月） 教区ひのきしん 

 

東京教務支庁  

7 組 

❋ 2 月  11 日（日） 

13：30 より 

天理教基礎講座 

 

東京教務支庁 

 受講対象 15 歳以上 

 受講御供 500 円 

 

  2 月 12 日（月、祝） 

 10：30 より 

手配りひのきしん者の集い 東京教務支庁 

 

北府分教会 

三澤敬一 

3996-2292 

❋ 2 月 14 日（水） 

10：00 より 

 

婦人会例会 

 おてふり基本勉強会 

 

本芝和分教会 

石神井台 3-27-14 

3997-5424 

本芝和分教会 

白田まき子 

3997-5424 

❋ 2 月  28 日（水） 

10：00 より 

 

支部にをいがけ 

 

都光分教会 

平和台 2-4-2 

3955-7626 

小石川分教会 

中村修一 

3922-5913 

❋ 2 月  28 日（水） 

11：00 より 

 

支部例会  

同  上 

 

❋ 3 月  2 日（金） 

19：00 より 

青年会 

 ひのきしん、路傍講演、他 

 

練馬駅交番向かい 

（南口時計台） 

 

久保 耕平 

070-6632-2160 

❋ 3 月  4 日（日） 

10：00 より 

支部ひのきしん 光が丘公園 本草分教会 

倉嶋孝明 

090-4134-6605 

3 月  4 日（日） 

16：00 より 

幹事会 

 

豊喜分教会 

豊玉北 4-21-19 

3992-1095 

 

3 月  5 日（月） 教区ひのきしん 

 

東京教務支庁  

3 組 

訃 

報 
 

十
二
月
二
日 

お
出
直
し 

 
 

本
保
大
教
会
・
崎
新
道
分
教
会 

 
 

二
代
会
長
夫
人 

 
 

小
林
正
枝
先
生
（
九
十
二
歳
） 

  

一
月
三
十
日 

お
出
直
し 

 
 

淺
草
大
教
会
・ 

神
田
川
分
教
会
長 

 
 

山
本
義
昭
先
生
（
七
十
九
歳
） 

     
 

長
年
に
亘
り
、
お
道
の
上
に
、 

ま
た
、
支
部
活
動
の
上
に
ご
尽
力 

下
さ
い
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
ご 

ざ
い
ま
し
た
。 

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ 

ま
す
。 

   

※
本
誌
は
、
天
理
教
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の 

「信
仰
し
て
い
る
方
へ
」の
中
の
教
区 

・支
部
情
報
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
に
な
れ 

ま
す
。 


